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( 3 J 紫色酸性ホスファターゼの物理化学的性質
本酵素の分子量はセファデックス G-200カラムによるゲル j戸過法により約 110 ， 000、沈降平衡法に







アミノ酸分析の結果、本酵素のアミノ酸組成はトリプトファン 30 ・リジン 39 ・ヒスチジン 36 ・アル




アラニン40 ・システィン 2 ・ノ f リン 65 ・メチオニン 19 ・イソロイシン40 ・ロイシン 59 ・チロシン 76 ・
フェニルアラニン41と決定された。本酵素の 1 分子あたりのアミノ酸残基数は925であり、この値から
分子量が106 ， 568 と計算された。
( 4 J 紫色酸性ホスファターゼの酵素としての性質
本酵素は、 p-ニトロブェニルリン酸、 β-グリセロリン酸、フルクトース -6ーリン酸、フルクト





本酵素の最もよい基質となる p 一ニトロフェニルリン酸を基質としたとき、至適pH は5.8であり、
そのときの凶値は6.8X 1O- 5Mであった。また、分子活性度は約70 ， 000であった。













酵素をある濃度範囲内の Hg2+で前処理しておくと、すみやかに約 3 倍にまで活性化された。このよ


















p-ニトロフェニルリン酸を基質にするとき、至適 pH は5.8 、 kmíl直は6.8 X 1Q- 5M、分子活性度は
来{]70， 000である。













い紫色を呈しており、分子量は 110 ， 000 ，分子量約55， 000のサブユニット二本より構成されている。
この酵素を尿素を用いたり、その他の方法で変性させると紫色が消失するとともに活性も失なわれる
ことや構成アミノ酸の分析結果よりチロシンの含有量の特に多いことなど興味ある事実が発見され、
その内容は学位論文として十分価値あるものと認められるものである。
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